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第51回中標津町農協
＞ 

ﾝ歪・

平
成
十
年
四
月
三
十
日
、
第
五
十
一
回
中
標
津
町
農
協
通
常
総

会
が
寿
宴
を
会
場
に
、
出
席
組
合
員
数
一
一
百
十
四
人
（
本
人
出
席

百
四
十
四
人
、
書
面
及
び
代
理
人
七
十
人
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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Ｊ
Ａ
綱
領
の
朗
唱
の
後
、
三
友
組
合
長
よ
り
平
成
九
年
度
の

概
況
報
告
と
し
て
、
生
乳
生
産
状
況
や
、
ね
む
る
ブ
ラ
ン
ド
牛

乳
の
本
州
で
の
販
売
開
始
、
畑
作
物
の
作
況
と
で
ん
粉
エ
場
の

操
業
実
績
、
Ａ
コ
ー
プ
新
店
舗
の
建
設
に
か
か
る
状
況
や
乳
製

品
エ
場
・
牧
舎
の
運
営
状
況
、
北
部
四
Ｊ
Ａ
の
合
併
に
関
す
る
検

討
、
ま
た
、
第
四
次
地
域
磯
業
振
興
計
画
と
、
平
成
十
年
度
事
業

計
画
を
含
ん
だ
第
四
次
農
協
経
営
長
期
計
画
の
樹
立
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
多
数
出
席
さ
れ
た
来
賓
の
中
か
ら
、
根
室
支
庁
・
安

藤
農
業
振
興
部
長
、
中
標
津
町
働
新
出
町
長
、
系
統
連
合
会
を
代

表
し
て
北
農
中
央
会
中
標
津
支
所
・
猪
野
毛
支
所
長
の
各
氏
が

祝
辞
を
述
べ
、
金
融
機
関
と
し
て
の
早
期
是
正
措
置
の
導
入
と

情
報
開
示
に
備
え
た
財
務
内
容
の
健
全
化
の
必
要
性
、
新
Ａ
コ

ー
プ
店
舗
へ
の
取
組
み
と
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
貢
献
、
根
室

管
内
ブ
ラ
ン
ド
牛
乳
の
拡
販
推
進
と
良
質
乳
の
生
産
の
必
要
性

に
つ
い
て
な
ど
、
賞
讃
と
激
励
を
戴
き
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
会
場
の
推
薦
に
よ
り
俣
落
地
区
の
太
田
直
行
氏

と
当
幌
地
区
の
安
田
稔
氏
を
選
出
し
、
議
案
第
一
号
、
平
成
九
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房可

、￣

年
度
事
業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処

分
案
の
承
認
に
つ
い
て
か
ら
、
議
案
第
十
三
号
ま
で
審
議
を
致

し
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
議
案
第
八
号
以
下
の
、
役
員
定
数
の
削
減
（
理

事
定
数
、
現
行
十
一
人
、
変
更
後
九
人
）
を
含
む
定
款
・
規
程

な
ど
の
変
更
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
案
第
一

号
、
平
成
九
年
度
の
決
算
関
係
に
つ
い
て
は
、
乳
製
品
エ
場
に

関
す
る
未
収
金
や
売
上
内
容
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
ま

た
補
助
事
業
の
中
で
北
海
道
農
業
元
気
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

内
容
や
農
協
の
関
り
に
つ
い
て
の
質
問
、
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
議
案
第
一
一
号
、
平
成
十
年
度
事
業
計
画
、
同
第
一
一
一
号
、
中

長
期
計
画
の
設
定
に
対
し
て
は
、
組
合
員
の
皆
様
に
示
し
た
事

業
運
営
の
方
針
に
つ
い
て
、
組
合
員
の
平
等
、
公
平
に
関
す
る

意
見
や
、
購
買
品
の
価
格
弾
力
化
は
、
農
協
組
織
に
企
業
論
理

を
持
ち
込
む
も
の
だ
と
の
意
見
、
ま
た
十
年
度
計
画
に
対
す
る

修
正
の
意
見
、
十
一
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
本
年
度
再
検
討
を

し
提
示
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
修

正
案
と
し
て
の
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
農
協
法
の
定
め
に

よ
り
総
会
に
於
け
る
本
人
出
席
が
正
組
合
員
の
過
半
数
に
達
し

て
い
な
い
こ
と
や
、
書
面
に
て
意
志
を
表
明
し
て
い
る
組
合
員

の
権
利
を
尊
重
す
る
た
め
に
、
修
正
の
意
見
と
し
て
取
扱
わ
れ

て
い
ま
す
。

提
出
議
案
は
、
農
協
事
業
の
中
で
収
益
部
門
と
し
て
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
給
油
所
事
業
が
、
業
界
の
大
き
な
経
済
変
化
の

影
響
を
受
け
、
そ
れ
に
伴
う
農
協
経
営
へ
の
影
響
も
大
き
い
中

で
の
提
案
で
す
が
、
賦
課
金
も
含
め
た
組
合
員
の
負
担
、
事
業

の
在
り
方
、
平
等
と
公
平
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
と
の
充
分
な

議
論
が
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
こ
の
件
に
つ
い

て
は
皆
様
の
意
見
を
踏
ま
え
、
理
事
会
な
ど
仁
於
い
て
さ
ら
に

協
議
を
続
け
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
他
、
賦
課
金
の
徴
収
、
Ａ
コ
ー
プ
固
定
資
産
の
取
得
な

ど
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
通
り
承
認
戴
き
ま
し
た
。

今
回
の
通
常
総
会
に
於
い
て
は
、
組
合
員
の
権
利
の
行
使
の

方
法
で
あ
る
書
面
議
決
も
取
入
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
組
合
員

の
皆
様
の
出
席
が
最
善
で
あ
り
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

｛
９
。
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根
釧
に
春
を
告
げ
る

中
標
津
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ

巾
標
箙
乳
牛
改
良
同
志
会
乘
催
〈
会
腿

桜
井
幸
二
に
よ
る
、
巾
標
瀧
Ｂ
＆
Ｗ
シ

ョ
ウ
が
、
川
Ⅱ
二
十
几
日
に
ホ
ク
レ
ン
根

室
地
区
家
畜
市
場
屋
内
瀞
汽
場
を
会
場
に

鮒
催
さ
れ
ま
し
た
。

淵
Ⅱ
屋
外
で
行
な
う
下
定
で
し
た
が
、

瓜
が
冷
め
た
く
屋
内
で
の
糯
盃
と
な
り
ま

で串親もヨさし
的１１１審寡とウれ－た
碓雅秀がよとま部［
な樹興つりししか
審氏にめ、てたら
壷がばか釧注。１－
であ－１－け路１=｜管部
次た勝ま、を内ま
々Ｉ）Ｗ『し卜呼的で
と、水た勝ぴにｌｉ
ｌｉミス１MＪ･か、６－１
列ピのら根襟二
付１酪６霊一・ｍ
けデ農沢符番が
さィ家ＩＩＩ１ノリの（１）
れ１、のはシ】1Ａ

｣《へ 各部上位入賞牛は次の通りです

1部1位かテントマックスミラン帷鵬洋とＪＲＣ

2部１位サイドバレーエーピーマリー脚ＩＩＴ秋

3部1位アースイーストアスターネッドゴールド’'1H々７１．１N雄JC

41Wl］位リパービレッジチャールズホープマークノllll雌と

5部］位ハッヒーランドフェスタマットマリー脇嶋儒博

6部１位アースイーストイーグルブローカー佐々木昭雄ＳＲＣ

7部１位ハッヒーランドアイデアルエルリンコヒーltii嶋信|＃

8部１位サニーデールスタープレリーiliiIl弓原１１ﾐＳｃ

9部１位ミリーチェアマンタイム｜ｲ:々1.1N雄

●●●●●●●。●●●●｡｡｡●●●●●●①●●●｡。、｡｡●。●。｡●｡O●●●●●｡。●●■●●●●●●●●◎●●●●●｡●●●●■●●●｡■■●●●■

一
、
基
本
的
事
項

血
統
蔽
録
（
ま
た
は
、
推
礎
溌
録
〉
申

込
み
に
あ
た
っ
て
の
斑
紋
は
、
原
則
と
し

て
両
面
採
取
と
し
ま
す
が
、
斑
紋
の
特
徴

が
明
確
な
牛
に
つ
い
て
は
片
面
班
紋
も
認

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
斑

紋
採
取
の
選
択
肢
は
次
の
Ⅲ
辿
り
に
噸
え

ま
し
た
。

Ｈ
両
面
ス
ケ
ッ
チ
ン
グ

ロ
両
面
写
真

曰
片
面
ス
ケ
ッ
チ
ン
グ

ロ
片
面
写
真

二
片
面
斑
紋
の
条
件

ｎ
必
ず
、
左
側
を
採
取
し
て
下
さ
い
。

口
た
だ
し
、
次
の
牛
は
必
ず
両
耐
を
採
取

し
て
ｒ
さ
い
。

①
Ｏ
Ｃ
（
災
常
斑
紋
）
牛

②
Ｅ
Ｔ
〈
受
桁
卯
移
械
）
生
瀧
作

③
雄
牛

工弍

しわあにをに残はにな場たよぞあＩＭ１ｉｉｉ６ｌｌｆしをで込ら四紋三
従てれれ＝た記エｉ念どでは（Ｈ１合めうれ例り（ｲ偲純の徴か正以み次。平、で斑、
つ織るぱ力だ述うなのはｌ１Ｉｊ（水、、な／,ミえま朧な・・のし確上しに成実行紋更
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①
●
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●
●
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●
●
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⑨
Ｃ
Ｏ
ロ
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●
●
●
●
、
●
Ｃ
Ｄ
ｃ
ｃ
●
●
●
０
０
日
０
□
■

会
員
の
親
睦
と
勉
強
の
場
と
し
て

灘
な進のも七和八籾習Ｉｉｊｌｊリ桜
り会場辮頭氏辮１１嘘得こ場）１ル１１ｉ
まシと在仁が在人を、ので｜幸標
し’な、つll1員が１１瀞徽｜)ＭノＬ－ｉ蟇|ｋ
たズつ,誠いたに参的寵習鵬｜」￣乳
･ンた評てりは力Ⅱと技会さ、に牛
によを瀞、「|’しし術はれホよ改
ｌｉｉ］う行枩未存行、の乳まクる良
けでなし総別な当向′卜しし乳ｌＩｉｌ
行すい、嵯酪わ１１上改たン''二志
意。、衿、艇れは、良・根辮会
義こお支経家ま全会の霊在宅
なれ-ﾉＩ部厳のしＬｉｉｌ基地,;脾ＩｉＭ
・かいの各１１１たなイ１１礎区習へ
Ⅱら勉会－１[１゜どＪ１知家全会
と尖強１１部博約の識祷が１２ ￣ 

へ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
観
客
に
も
勉
強
の
場
キ
ー
と
、
鰯
）

し
部
で
は
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
も
．

け
な
わ
れ
、
川
仙
粁
、
観
客
と
．
体
と
な
》

っ
た
行
愈
義
な
シ
ョ
ウ
と
な
り
ま
し
た
（
ジ
》

ヤ
ッ
ジ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
、
哨
Ｊ
・

Ａ
組
什
興
は
ｆ
位
Ⅲ
位
以
内
に
は
入
れ
な
・

か
つ
た
の
が
残
念
）
。

な
お
、
組
合
躍
杯
（
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
。

ヒ
オ
ン
）
に
は
佐
々
木
昭
雄
氏
川
船
の
ア
・

Ｉ
ス
イ
ー
ス
ト
ア
ス
タ
ー
ネ
ッ
ド
・

ゴ
ー
ル
ド
ザ
、
川
及
杯
（
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
・

ビ
オ
ン
）
に
は
艸
爪
原
脈
氏
出
品
の
サ
ニ
・

－
テ
ー
ル
ス
タ
ー
フ
レ
リ
ー
サ
が
煙
・

冊
し
ま
し
た
。
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図１二の場合には必ず両面を蕪る

Ｚ、

回２

荊良P

'《iiiiiill
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浄 紋
川
〈
郁
道
府
県
の
場
合
）
を
肱
川
し
て

ｒ
さ
い
。
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放牧草のパワーを産乳に生かそう
北根室地区農業改良普及センター

ハ鱒リＣいエ多三一に供つ体不二うを雄で草の一応ダ）変i舟のネが
ク合Ｐとネい放、上春Ｔ考給ての足放不、に行′|ｚ乳す上利チ、策たも泌し多ラ,蔚遮
髄が慨乳ルも牧Ｔ）ｌのＤえ飼乾Ｔし牧足放注な育効・三川モ草を旬あ乳かいル<１１号
利[リリ取化ギの草Ｄ以放Ｎる料物、ま伽し牧意いの采１１鴬｝率シ丈紹集りにし牧、、に
川・｛１t産｜のかＮ降牧の必は摂Ｎす鍵がはし、Ｊ[１に好樛が’三介約ま対、卓ビエ符
効○にへを、ら／のギ[1」典エギ(念・でちエま,v(い優性礎商や＋し放す応採でタネ｣〔1'１
率以対の摂そのＣ放し安がネ」111,ｔ将はネす丈春れや度<オ麺ま牧・で食すミルざ

鵬W|蝿;鵬一料iii鵬貯iiiilii蝋轤;鱒轆１１;iWil白
騨麟;鮮繊i#趣瀞緋織寸‐、摂下が兄摂上／'１１Ｌ関いき産ハは
。乳取しで谷取乾かでつな乳クｉｌＩｉボ蕊|離しＬ辮斐ill;鯉$（らまたぃ効化ダ１，ｔまきつｊＩ上物

ンのすなたはｉｌＩ.＝従「Ｉががよ牧一<的るＷ［対とｆ、采ミ率

空訶

表１章丈と栄譲価および採食昂の関係
Ｈ四○○四一パ

線上1吃よ瀧放、とこ｝,こす陵Ⅸ必Ｔ放給、J1ビラ，l)ｉ
』U１１.物ｌ）次牧併考とを。うり饗Ｉ）牧飼乳本ンエ
放二｝・災、１，忙給えが戦イ入場ＦでＮ時料成スネ
牧鐵‐な体の飼ま必物夜介源す充乳の分Ｔをル
で￣１０聴採料す要二放にと。足脂選をＤ洲ギ
はが}ま、食の。｡Ｉ牧はしと肪択低Ｎ終’
十jlu＝す乳ｈ{:絵乾二時、てＮ率下〉i）し（iド
ーニ常篭がjｌｔ与りｆ蕊の給牧、低たＣま結
露範へ、な設は仁サノｊ１ＹｉＦｌｆせＩ）すiii１
，１Ⅱ|邸,1怪ど計．とイ１，ヒサ｜几1をな’｜・ド:｜
そで物夜のＩどしにイ○防い'几’に
ｵＬす（放I１ｌｆこめＩｉｉﾐレ訂ぐた対よ
以。｝牧条藷てジ感Ｉ朧にめ・’）
峰一で１１：程お絵しジ皮はの￣燈
でｌはに嘆くｌｊまをが、併体

願丈(､）｜顧覆鼎聯風１国’（;澱iilif 入牧9３ 休牧

爪ロ
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表２Ｂ寺期別の放牧草の栄懇価と採食品
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注)オーチヤードグラス三体混編草地を利用し､併給飼料は義給与(根釧農試1993）
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ilIiiルー初す不不’1二〕V(泌粕でjiIIjU1はにて卜Ｆも地・
総総力１９１・足足のの乳をも科は秘．、パグ），１１で鑓
す伽）１のなす栄み期川よ＝乳ン放ル鮒能はを
る料程エくる鍵でのいい篭ｉｉｉｊ卜牧プ略でもＪｌ１
こか度ネ給栄要は注るがと．ロ孫とすうオＩＩｉｉ
とらはルグー獲求泌意と、し’'’１食牧。少と
がで'聯ギすを」'上乳点般トまｊｗルlItlY［し砦
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興るliil1光二給充ノ」しモ゜1M.牧落イ〈、
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゜エ牧雛ポにきくいシ鋪イなジ６さ
不としイよま家｡ととしいをるれ

（
除
草
方
法
）

○
株
の
中
心
に
カ
ソ
ロ
ン
粒
剤
を
一

～
｜
｜
電
程
度
落
と
す
。

○
開
花
直
後
（
八
月
）
に
地
際
か
ら

刈
取
る
。

霧曇霧霧露議鑿議霧iii
放牧草の利用率を低下させるアメリカオニアザミを除草しましょう
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四
月
一
一
十
三
日
、
Ａ
コ
ー
プ
新
店
舗
建
設
現
場
（
町
総

合
文
化
会
館
前
）
で
関
係
者
約
五
十
人
が
出
席
し
、
地
鎮

祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

地
鎮
祭
で
は
、
三
友
組
合
長
が
鍬
入
れ
を
行
な
い
、
エ

事
の
安
全
を
祈
願
し
玉
串
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

新
店
舗
は
、
鉄
筋
一
部
一
一
階
建
て
延
べ
約
三
千
平
方
メ

ー
ト
ル
。
一
階
が
店
舗
、
｜
｜
階
に
事
務
所
が
入
り
、
駐
車

場
は
約
百
九
十
台
を
収
容
で
き
、
Ａ
コ
ー
プ
で
は
釧
路
、

根
室
地
方
で
最
大
規
模
の
店
舗
と
な
り
ま
す
。

エ
期
は
九
月
一
一
十
日
ま
で
、
十
月
十
日
の
開
店
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

根
釧
地
方
で
最
大
規
模
の

Ａ
コ
ー
プ
新
店
舗
、

Ｍ
Ｈ
川
口
の
開
店
を
予
定
。

-鑑ijr=v富

&=～､-t壷､､-ノーそ￣=－J

一画》
）

｜
舟
．

劇

〆訟

Ｌ】Ｌｕ出砠

虹とＺＬＬ卍ＬＬ色ｚＬ１ＬＬ追追追已二コ凸已
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ＬｎＬ已已Ⅱ■L己已巧ＬＬＬＬＬＬＬＬ－巴■■＝ＬＬしＬＬご￣■

ｕｐ 
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■△』ワニ

薄ｋ

Ａコープ新店舗へ
地鎮祭

。

新店舗の愛称を募集してます’

Ｊ
Ａ
中
標
津
で
は
十
月
上
旬
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
、
文
化
会
館
（
し
る
く
つ
と
）

前
に
新
店
舗
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

新
店
舗
は
店
舗
の
大
型
化
に
よ
り
、
新

鮮
で
豊
富
な
品
揃
え
を
は
か
り
、
多
く
の

皆
様
に
愛
さ
れ
る
「
食
生
活
の
拠
点
」
を

め
ざ
し
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

「
Ａ
コ
ー
プ
」
を
気
軽
に
親
し
み
や
す
い

お
店
と
し
て
ご
利
用
頂
く
た
め
愛
称
を
公

募
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

新
店
舗
に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

〈
応
募
要
領
〉

｜
、
愛
称

Ａ
コ
ー
プ
中
標
津
店
「

」

二
、
応
募
用
紙
に
記
入

応
募
用
紙
は
Ａ
コ
ー
プ
店
頭
に
用
意
し

て
ま
す
。

三
、
応
募
締
切
り
日

平
成
十
年
五
月
三
十
日
ま
で
と
致
し
ま

す
。

四
、
審
査
方
法

当
店
、
愛
称
審
査
委
員
会
に
よ
る
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
新
店
舗
に
ふ
さ
わ
し

い
愛
称
を
決
定
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

五
、
当
選
発
表

愛
称
名
採
用
者
の
お
名
前
を
店
舗
入
口

に
掲
載
致
し
ま
す
。

六
、
賞
品

●
最
優
秀
賞
一
人
賞
金
十
万
円

（
但
し
、
同
一
応
募
者
が
複
数
の
場
合
は

人
数
割
り
と
し
ま
す
）

●
優
秀
賞
五
人
賞
金
一
人
一
万
円

（
総
額
五
万
円
）

,７ 



＆ 鍵

青
年
部
と
し
て
の

地
域
農
業
の
役
割
と
方
向

Ｕ 
「 可 意

識
改
革
と
委
員
会
活
動
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る第
印
回
青
年
部
通
常
総
会

つ青年部
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イ

弼

全
泣
総
会
に
川
席
し
て
板
橋
匠
ル
モ
ン
と
続
き
、
「
食
」
に
つ
い
て
、
我
々

が
作
る
物
が
い
か
に
人
切
な
モ
ノ
か
、
そ

かさ竜１１『業ま橘命
られ農年と総し父ｊｉｉｊｉ
始まｈルパ|ｌ地金た部総る
ましのの域iii･の会［ノリ
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ィ減・〃ｌｕｌ１ｆイドＩｲ；、
オ向ｉＩｆｌｆ１］い修と文札

鰊雛i11：
環境がｊの海出イヤわ
境’１Ⅱ識八農道）ｉｆとれ
ホ題iiilM上協農し俵た

１１１，，瀬の艮参ｊｉＬ１でｉＩｌｉ

２１:＃腿'(脈lillli1職

蝿鰍iiiillI
度部をＩＨｌｆ腱、を会たIIL１機
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蕊
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しし会長れおたれ」'’三れな俺
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き数はし瀞ま降しるりさラ業るま畑の人ＩＩＬいし緋
まの農四た差せ’）かとままいンで幸す作八ｉｌｉｉきと氏う、天ｊＵ１ｌｌｌＨ
Ｌ組作）１゜をんてンはでず。スすせ。の峡となも気、悪気を調

瀧1隷鱗蝋騨職
＝んぞｊｉに欲ら、、い、は作体・既捗ｉ１１、はうiⅡ労でＬとすに
ユのれ’‐なとくト私し機一業ノＪ久作つ、側農北の光い゜怖

蔦ｌＭ厳而ぞii:iIi7j艤蝿iii機繩醐１偕澱箙｜ｉｆ
まをののしのぐタ体゜も忙な賊りつるの不とんな緋の順
しい’ｌＪ総ま火に１１１１にしつノｊのてと迫ルつ゜いす心，ｉＷ
たた、会いきなかにｌｆｌくてと農ＩＨＩ忠IluギてのるｌＷＵな
･だ多にまなりら少れな卜･パ作けい、１はがとを襟

国
内
外
、
各
層
に
支
持
き
れ
る

生
産
過
程
・
生
産
物
が
求
め
ら
れ
る
時
代

JＥ－ 

今

納<ドUL1接社率供て）１収謝り政,;ｌ後〈検Ｉｌｉｉあｉｌｔを総一」といゆ
税、だい項所のを給’'１い頃Ｉ）穴、祈ししのポ１１受，i１．ｆＩ”「まい谷ｆいりl持たず総
肴広げず１１得農政を１Ｍ］まにま会政しまて農什けの足〃鞭たた「[<Ｊｌ１ｌＩ縫にだり会
各〈でれがドlli地策ＬＦＩとすiiH1とが11:「いすまＭｊｌｌｉｌこた、にか、だに、常』|エきまの
Ⅲｉ行方に両Ｉｉｒ取「１内｝）･術め、の腱・いの、めめ組つら厩き検手計成まず縫
の政lfI］し諭捨11ト標生ま会を昨企業りあ役ての什さ公兄ま討歎ｉｉｌｉｉｌ・しが過
Hll、づろ｜リト殻をと巌との公イ1§｜ヨトＡ１まりｊｉいI聯、ま下のしず科にイ1二た、に
解経け、記を認すとめ般表十、木す方、まＩ１ＩＩのし感多たる、つ度・Ｉ・っ
な済ら基と弊めくすで終し二農法のに職すのｆ￥ての数.こ賦きのこい

鰯狐本な入る誉べは蝉ま'１業がでつ１１.短さはああと課ま'ｉ件て
は勵瀦ぞ璽力:灘１１ｋｋ糊ゼ湖訟襯【鯉締黙繩
策ｉｉＩｊの農いきか③゜料Ｊ莵・１１雑さく、ざ合の行協し提あはlilji築く
定uYで業まか・株②の正午に水れお允んめ、１１部迎たにり゛、を｜
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竹
村
さ
ん
宅
の
二
姉
妹
の
ま
ん
な
か
、

川
心
ち
ゃ
ん
は
、
た
だ
い
ま
．
》
戯
の
．
沁
就

っ
ｆ
・
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、
ち
ゃ
ん
と

お
す
ま
し
ポ
ー
ズ
を
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ

は
と
っ
て
も
カ
ワ
ィ
イ
。

で
も
こ
の
Ⅱ
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
ご
機
嫌

か
な
め
の
時
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
よ
う
で
、

な
か
な
か
ニ
ッ
コ
リ
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

で
も
、
小
を
読
ん
だ
り
、
ぬ
い
ぐ
る
み
で

遊
び
Ⅲ
す
と
カ
ワ
ィ
ィ
笑
顔
も
兄
ら
れ
内

〆宅可

鰄帛'1m;;ii1l111-1iHii墓 ■ 
■ 

r」

皇

霧

心
ホ
ッ
。

「
お
姉
ち
ゃ
ん
よ
り
も
、
阿
協
の
〃
が
、

妹
を
気
に
か
け
て
い
る
み
た
い
ね
」
と
譜

す
お
雌
さ
ん
で
す
が
、
一
一
歳
に
し
て
、
妹

』
眺
子
ち
ゃ
ん
（
川
力
Ⅱ
）
の
立
派
な
お
姉

ち
ゃ
ん
も
努
め
て
い
る
の
で
す
。

カ
ワ
イ
イ
・
お
顔
か
ら
は
想
像
で
き
な
い

で
す
が
．
お
外
と
動
物
が
人
好
き
で
た

ま
あ
に
い
た
ず
ら
も
す
る
と
い
う
や
ん
ち

ゃ
つ
少
价
。

のゆみ

､１１帆竹村聡､靖子さんごﾉと鹿次女阿弓ちゃん(２歳４力)I）

〆■し

カメラの前では
ちゃんとおすましポーズ'

てし司所にんでけや」たたつ元まおるち

ｆ爪駕縦iii猟ツノ(ヘ'アリJilf認lii蝿灘
さままで〈の１１１場゛も姉６洗はい謡いｉ'１楽とに

んです腿';１mおのをＩｌｌｉｉあ1M：少だ、よ総FliiAk悪Ｖ人、。１J（１），漣よやで・るのし<台うな÷・
きおにち’'三うさもとＩ'１ずも所で分′－，の’二の

繩ｚ川ｔ:ｻﾞで鰹'１鵬;);Ｍ１

罵難鵯獅諏;鱗：さい染みら
い’１７しん、子ｒｊ６的’'''１１）た心そち・伝お
れ険みな保育ち、でｉ）、が配うて人をば
゜しｌこがｆｊｆてや味、ち成つ６でしですあ

⑪ 
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暮
ら
し
の

ヨーグルトで
おなかを元気に！知

① 
■ 

L￣ 

北根室地区農業改良普及センターIＺ 

戸一

へ
孔
を
飲
む
と
お
な
か
を
こ
わ
す
人
で
も
安

心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
縦
Ⅱ

の
食
蛎
の
中
に
、
ぜ
ひ
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
定

杵
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

自
家
製
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
作
り
方

（
材
料
）

牛
乳
１
脳

巾
販
の
ブ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
（
ビ
フ
ィ
ズ

ス
繭
の
入
っ
て
い
る
も
の
が
よ
い
）
川
“

（
作
り
方
）

①
牛
乳
は
沸
騰
直
前
で
火
を
止
め
、
弱
Ｉ

調
℃
ま
で
冷
ま
す
。

1２ 

幸
ロ
■
卒
幸

０
８
６
４
２
 

１
 

がとま牛☆をフ,３５③腿②
川、揚乳1稲1状１１熱ぜヨ
未成でＩこめ態ン３８１坊る｜
ま分糯スのにで･℃で。グ

すのかキ下なすで殺ル

蝿tiiMjL
騨艘;
トろるは力、ス、芝

出

便１鞭あたりの細菌の数でおなかの状態がわかります。善玉菌も、

悪玉菌も、どちらも赤ちゃんのときから老人になるまで腸の住人で

す。年をとるにつれて悪玉菌が優勢になる傾向が…。
（オレンジページ1991年５月17号より）
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=分の家でも作ってみよう
女性部ストリグ
チーズ作り教室

｜けしるたチ弊たたン
ズ緒てなチ人’１１旨１の牛参′1ミグIju

鮒jl川iiif鯉１１【窯

;鰯驚擁ｉ
で。まゆてとやﾝかしそ印がに

！;堤繍謝轤＃
まIiZ11jF程、てし卜部持にまで
しつ１１mにみ参たり１曇ちｊｌｉＬス

蝉；雛Ｕ・鴻靴迄Ｉ

昨
年
、
十
月
一
日
に
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
の
受
入
れ
を
し
て
頂
い
た
農
家
の
方
に
、
大
阪
教
育

大
附
属
高
校
の
生
徒
達
か
ら
お
礼
を
か
ね
感
想
文
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら
一
一
人
ご
紹

介
し
ま
す
。

池
上
陽
紀

へ
‐
は
修
喉
旅
行
の
思
い
出
に
ひ
た
る
川
も

こ
ん
に
ち
は
、
こ
の
冊
は
化
‐
）
い
時
期
に
な
く
、
勉
強
に
お
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
前
の
手

も
か
か
わ
ら
ず
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
さ
せ
て
紙
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
僕
は
こ
の
よ
う
な
北

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

池
泣
の
、
然
の
巾
で
仕
蛎
を
し
て
い
き
た
い

郁
会
化
柄
が
す
っ
か
り
身
に
つ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ

僕
に
と
っ
て
、
初
め
て
肋
れ
た
北
海
道
と
い
ィ
で
の
経
験
を
参
げ
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

う
の
は
兄
る
こ
と
、
す
る
こ
と
瀞
く
こ
と
ば
僕
の
進
路
を
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

か
り
で
し
た
。
そ
の
巾
で
も
、
こ
の
フ
ァ
ー
批
爪
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
本

ム
ス
テ
ィ
は
格
別
で
し
た
。
｜
、
と
い
う
頬
朔
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
北
海
逆
は

い
期
間
で
し
た
が
化
活
を
共
に
し
、
い
ろ
い
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
寒
く
な
る
と
思
い
ま
す

ろ
な
作
蕊
を
体
験
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
、
が
、
お
体
に
菰
を
つ
け
て
お
過
》
｜
し
下
さ
い
。

生
に
そ
う
で
き
る
こ
と
の
な
い
僕
に
と
っ
て

す
ば
ら
し
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

下
地
麻
貴

小
川
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
で
、
酪
艇
と
い
う
光
Ⅱ
は
ど
う
も
お
仙
話
に
な
り
ま
し
た
。

仙
畑
の
人
挺
さ
も
実
感
で
き
ま
し
た
。
僕
述
上
阪
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
も
沢
山
さ
せ

は
み
な
さ
ん
が
征
Ⅲ
し
て
い
る
仕
僻
の
、
ほ
て
頂
け
た
の
で
、
と
て
も
心
に
残
る
修
学
旅

ん
の
一
部
を
か
じ
ら
せ
て
頂
い
た
だ
け
な
の
行
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
こ
と
が
初
め
て

で
す
が
、
思
っ
て
い
た
よ
り
ず
っ
と
ハ
ー
ド
の
維
験
だ
っ
た
の
で
、
た
い
し
て
お
子
伝
い

を
作
業
に
、
す
っ
か
り
疲
れ
て
し
ま
い
ま
し
に
も
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

た
。
夜
に
は
Ⅲ
き
た
い
話
が
川
ほ
ど
あ
っ
た
本
峪
に
親
切
に
よ
く
し
て
頂
い
て
、
あ
り
が

の
で
す
が
、
仙
北
な
い
こ
と
を
し
た
た
め
か
、
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
ぐ
に
眠
っ
て
し
ま
い
、
と
て
も
残
念
に
忠
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
で
過
ご
し
た
一
Ⅱ
は
、

っ
て
い
ま
す
。

兄
る
も
の
触
れ
る
も
の
、
食
べ
る
も
の
の
ほ

Ⅲ
早
く
か
ら
搾
乳
を
し
、
牛
舎
を
締
除
し
と
ん
ど
会
て
が
新
鮮
で
、
「
川
Ⅱ
と
も
ホ
テ
ル

た
り
、
牛
の
川
緬
や
え
さ
の
碓
備
な
ど
鵬
り
に
泊
ま
っ
て
い
た
ら
、
あ
あ
い
っ
た
こ
と
は

だ
く
さ
ん
の
仕
螂
を
こ
な
し
、
夜
は
川
刑
の
何
ら
味
わ
え
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
」
と
、

た
め
に
早
く
獲
る
。
つ
ら
い
仕
椛
で
す
が
、
人
阪
へ
Ｍ
っ
て
き
た
今
、
つ
く
ず
く
忠
い
ま

僕
は
酪
農
と
は
同
然
と
一
体
と
な
っ
た
す
ぱ
す
。
ま
ず
、
上
地
の
川
隔
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
霧

ら
し
い
仕
卿
だ
と
思
い
ま
す
。
酩
農
の
仕
蛎
き
（
感
党
も
）
、
↑
が
上
人
し
い
こ
と
に
驚
き
、

を
ほ
ん
の
少
し
手
伝
わ
さ
せ
て
頂
い
て
、
縢
州
が
人
を
警
戒
し
な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

は
何
か
沖
段
の
生
桝
で
は
味
わ
え
な
い
、
樅
そ
し
て
、
椚
雌
な
し
に
牛
乳
が
飲
め
る
と
い

き
て
い
る
と
い
う
從
感
を
味
わ
え
た
よ
う
な
う
こ
と
。
こ
ち
ら
で
光
ら
れ
て
い
る
ハ
ッ
ク

感
じ
が
し
ま
し
た
（
少
し
大
げ
さ
で
す
が
）
。
入
り
の
牛
乳
は
、
殺
燗
梢
砿
済
な
の
で
、
私

亜託

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
て」P＝

は
ず
っ
と
、
し
ぼ
り
た
て
は
危
な
い
の
で
は

…
？
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
が
、
そ
れ
は
牛

乳
ｎ
体
が
危
な
い
の
で
は
な
く
大
阪
に
服

く
ま
で
に
時
川
が
か
か
る
こ
と
が
危
な
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
ず
い
分
な
繊
解
を
し

て
い
た
も
の
だ
な
、
と
灰
行
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
酪
農
家
と
い
う
こ
と
で
期
緋
し
て
い

た
の
が
、
動
物
に
つ
い
て
ば
か
り
だ
っ
た
の

に
対
し
、
野
菜
や
果
物
も
育
て
て
い
る
こ
と

は
少
し
び
っ
く
り
で
し
た
。
「
こ
こ
は
、
こ
こ

だ
け
で
唯
き
て
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、

肛
泣
思
い
ま
し
た
。
牛
一
噸
．
奴
に
も
性
倍

が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は

う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
を
に
せ
一
Ⅲ
と

い
う
短
期
川
で
し
た
の
で
、
兄
分
け
も
つ
け

ら
れ
な
い
ま
ま
牛
た
ち
と
お
別
れ
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で
す
。
し

か
し
、
命
作
と
し
て
牛
を
追
い
込
む
〃
法
、

牛
の
機
鰍
を
悪
く
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
に

は
ど
う
す
る
の
か
、
胸
が
何
さ
れ
る
こ
と
を

嫌
う
の
か
な
ど
、
欣
要
な
部
分
を
沢
山
準
ベ

た
こ
と
が
と
て
も
蛾
し
く
思
い
ま
す
。
．
〃
、

多
く
の
謎
も
残
し
て
き
ま
し
た
が
…
。
『
な

ぜ
、
↑
を
追
い
込
む
と
き
”
ペ
ー
ベ
ー
〃
と

両
う
の
か
な
、
後
ろ
か
ら
追
い
か
け
ら
れ
て

ビ
ク
ッ
と
し
て
上
っ
て
い
く
の
と
は
辿
う
の

か
な
」
と
か
「
腸
は
〃
ポ
ー
ポ
ー
〃
と
い
う

の
を
、
ｎ
分
の
竹
川
と
勘
述
い
し
て
な
い
か

な
」
と
か
思
い
ま
す
。
ま
た
、
、
家
製
の
チ

ー
ズ
も
つ
く
れ
る
と
聞
い
て
、
ｆ
印
の
に
場

に
あ
っ
た
よ
う
左
人
き
な
機
械
な
し
で
ど
う

や
っ
て
作
れ
る
の
か
を
、
と
い
う
の
も
特
か
な

疑
問
で
す
。
よ
け
れ
ば
教
え
て
ｒ
さ
い
ね
。

と
に
か
く
、
お
化
し
い
と
こ
ろ
を
色
々
と

迷
惑
を
お
か
げ
し
ま
し
た
が
、
（
酷
）
膿
家
に

嫁
い
で
も
、
嫁
が
な
く
て
も
、
今
川
体
験
し

た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

水
噺
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1４ 



美里擁雫屡ギ
食料。農業。農村地域に関する

崖1内生産ｾ基本とした食料鵬這

飽
食
と
も
い
え
る
日
本
の
食
生
活
。
い

ろ
い
ろ
な
食
料
で
一
年
中
食
卓
は
彩
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ば
、
国
内
の
農
業
生
産

と
備
蓄
、
輸
入
を
組
み
合
わ
せ
て
安
定
的

葱
食
料
供
給
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
で

す
。
し
か
し
、
世
界
的
な
状
況
を
み
る
と
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
輸
入
が
確
保

さ
れ
る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
で
も
、
世
界
で
は
日
本
人
の
七
倍

に
も
あ
た
る
八
億
人
以
上
の
人
た
ち
が
飢

/Ｆ１説飽
食
の
裏
に

不
安
定
な
〃
輸
入
〃

産
げ
き
か

生
下
か
万

、
さ
る
ろ

は
引
き
作

料
を
で
て

食
ト
ら
内

、
ス
ガ
国
い

も
．
な
り
よ

安
て
万

か
い
る

万
つ
す

の
に
入

産
料
諭
い

国
食
、
よ

外
い
は
が

などの基本食料に

ついては、牛薩。 え
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
の
人
口
は
五
十
八
億
人
で

す
が
、
二
○
○
○
年
に
は
六
十
一
億
人
、

二
○
二
五
年
に
は
八
十
億
人
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
・
す
。

こ
の
よ
う
に
世
界
の
食
料
需
要
は
、
開

発
途
上
国
を
中
心
と
し
た
人
口
増
と
経
済

成
長
に
よ
る
食
生
活
の
改
善
で
、
増
え
る

こ
と
が
兇
込
き
れ
て
い
－
）
雷
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
姜
で
の
三
十
年
間
で
、

世
界
の
人
口
は
一
・
八
倍
に
な
っ
た
の
に

対
し
、
穀
物
生
産
は
一
一
・
二
倍
に
増
加
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
｜
人
当
た
り
の
穀
物

収
穫
面
積
は
、
二
十
一
ア
ー
ル
か
ら
＋
｜
’

ﾌﾟな［わからない

訪,そ｡iiJ
r-弓[4.7

わかち怠いストを引き下げ芯

から国内で作る万

がよい
ア
ーー

「ヨノ￣

ド
1993年

１１月
;へ．､44,ア
P⑰－ｄＴエ

32.7 ]７．４ 岸思匹

／、
I脇
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９日
4５９ １０８ 
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琶潤§蕊理屈「倉剥･農業･農村の役割に聖びる世饒調画」

，ニアールに減少してきてい蚤す。｜
農
業
技
術
の
向
上
で
単
位
面
積
当
た
り
の
プ

収
量
を
増
や
し
て
き
た
結
果
で
す
が
、
こ
ト

れ
以
上
の
増
収
は
難
し
く
な
っ
て
ぃ
姜
グ

す
。
き
た
、
世
界
の
中
で
農
地
が
拡
大
す
船

る
余
地
も
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

加えて、異常気象による食料の不鞄
安
定
竃
生
産
も
懸
念
さ
れ
・
二
』
す
。

ツー一

世
界
の
食
料
安
全
保
障
へ
繼
巾
患

食
料
｝
菅
輸
出
で
き
る
国
は
、
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ソ
ス
な
ど
一
部
の
国
に
偏
っ
て
い
）
｝
｛

す
。
日
本
の
主
食
で
あ
る
米
の
貿
易
量
は
、

世
界
で
生
産
さ
れ
る
米
の
わ
ず
か
五
％
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し

た
生
産
の
変
化
や
需
要
の
動
向
で
、
国
際

価
格
は
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。

総
理
府
の
世
論
調
査
を
見
る
と
、
食
料

は
「
輸
入
よ
り
国
内
産
で
一
と
い
う
声
が

高
ま
っ
て
き
て
い
量
す
。
輸
入
に
頼
っ
て

い
る
こ
と
に
不
安
を
持
つ
人
が
、
増
え
て

き
て
い
》
○
の
で
｛
ｇ
ｏ

こ
の
よ
う
な
不
蝉
癸
を
な
く
し
て
い
く
た

め
に
は
、
米
を
始
め
と
す
る
基
礎
的
な
食

料
に
つ
い
て
は
一
国
内
産
が
基
本
で
あ
る
」

と
い
う
基
本
理
念
に
基
づ
い
た
政
策
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
け
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
安
全
な
食
料
を
安
定

的
に
供
給
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
日
本
の
食
料
安
全
保
障
、
ひ
い
て
は

世
界
の
食
料
安
全
保
障
に
寄
与
す
る
こ
と

に
な
り
二
一
季
す
。
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1週間の酪農実習を経験して。
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め
に
な
り
ま
し
た
。

洲
陛
協
に
入
組
す
る
ま
で
、
ス
タ
ン
チ
ョ

ン
牛
舎
し
か
几
た
こ
と
が
鵬
か
つ
た
の
で
難

き
ｂ
多
か
っ
た
で
す
。
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛

舍
は
呪
在
の
北
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
は
い

え
、
農
家
に
関
係
の
抓
悩
所
で
唯
ま
れ
行
つ

と
、
北
海
迫
の
人
で
さ
え
「
北
の
国
か
ら
」

が
酪
農
観
の
雑
木
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

も
つ
と
．
般
に
酪
農
の
塊
状
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
醜
も
必
饗
だ
と
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

酪
農
実
科
を
終
え
て
、
堆
盤
膿
備
係
の
仕

蛎
に
就
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
組
へ
叫
以
さ
ん
の
農
場
を

い
ろ
い
ろ
兄
乍
さ
せ
て
唄
い
た
り
、
手
伝
わ

せ
て
頂
け
れ
ば
内
分
の
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
指
媒
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
へ
ｒ
ま
で
に
は
な
い
総

験
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（ 

世
界
の
チ
ー
ズ
の
話
と
試
食
を
通
し
て
、

酪
農
の
魅
力
と
チ
ー
ズ
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
「
チ
ー
ズ
・
ト
ー
ク
ｍ
ね
む
る
塊
」
（
根

室
支
庁
、
農
家
チ
ー
ズ
を
作
る
会
主
催
）
が

四
月
一
一
十
六
日
、
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館

で
根
室
管
内
か
ら
約
三
百
人
を
集
め
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

講
演
に
は
、
輸
入
チ
ー
ズ
シ
ョ
ッ
ブ
「
フ

ェ
ル
ミ
エ
」
社
長
の
本
間
る
み
子
氏
が
、
「
楽

し
い
チ
ー
ズ
の
話
Ｉ
チ
ー
ズ
で
巡
る
フ
ラ
ン

ス
の
旅
Ｉ
」
を
、
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
チ
ー
ズ

作
り
と
伝
統
を
ス
ラ
イ
ド
を
映
し
な
が
ら
説

明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
、
モ
ッ
ッ
ア
レ

ッ
ラ
、
ゴ
ー
ダ
ー
チ
ー
ズ
な
ど
世
界
の
チ
ー

ズ
、
道
内
各
地
の
チ
ー
ズ
の
試
食
が
行
な
わ

れ
、
参
加
者
は
珍
し
い
数
多
く
の
チ
ー
ズ
を

食
べ
比
べ
ま
し
た
。

世
界
の
チ
ー
ズ
を
堪
能

酪
農
の
町
に
チ
ー
ズ
文
化
を

チ
ー
ズ
・
ト
ー
ク
ｍ
ね
む
ろ
咄

！ 、
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第
一
回
理
事
会
の
経
過

第
二
回
理
事
会
の
経
過

一へ三二・へ川一ハＵＩＩｌｌＩ１
、報、に、、協議、決催lM：
組告総つ総地議案第議場１１
合事会い会Ⅸ事にＪ１事IiT時
１１項ljiiて識別項つＩ項
のｖ役案懇、／い－、／ｌｌ１１ｚ
１ｌｊＬｎｉ説,淡て’'１’標成
退脇Ｉﾘ１分ｍｎｉｌｋ卜
に談地のflfll1Jイド
つ会Ⅸ葱総農1ノリ
いの別兄会協）］
てⅡ懇にｉ１ＭＩ'’十

擁，談っＩｉｉ４会六
に会い１１識１１
つのて孫室
いⅡと
て程提

￣へｌ１ｆＩｌＭｊ

、決催,iii
j11r議場１，
１１ｉｆ事所時
舗項
ｌｄＬｖＩ,，平
|没標成
に＃|ヒト
係，{I，飾
る腱Ｕｑ
入脇）１
札Ｉｌ１Ｌ
に会１１
つ談
い篭
て

４月の組合曰誌

職員歓送迎会
第１回役員協議会
青年部役員会
女性部役員会
熟年会役員会
第１回理事会
エーコープ新店舗入札
青年部役員会
新採用職員研修会
第２回役員協議会
ＳＣＭ総会

地区別懇談会（武佐、
第二俣落西竹）
青年部通常総会
新店舗建設委員会
地区別懇談会（開陽、
中標津､当幌､俵橋､俣落）
第２回理事会
決算監査（20日まで）
生食ｶﾛｴ馬鈴しよ部会総会
野菜研究会定期総会
酪農ヘルパー利用組合通常
総会
第３回理事会
Ａコープ地鎮祭
地区別懇談会（中標津、
開陽、当幌）
地区別懇談会（武佐、
第二俣落西竹、俵橋）
Ｇ＆Ｇ利用組合総会
第３回役員協議会
第５１回通常総会

１日

２日

３日
６日

７日

９日
、、

ｚ
、
新
店
舗
処
股
肛
炳
に
係
る
契
約
の
締
納

に
つ
い
て

型型

尿用

２回１０日

１３日

１４日

１５日

自動車税は
６月１日までに納めましょう
自動車税は
６月１日までに納めましょう

P巳憂｡Ⅱ 

納税された際の納税証明書は､大切に保管しましょう。

詳しくは根室支庁税務課税務係まで。

電話（01532）３－６１３１

内線２３２４．２３２５番

納税された際の納税証明書は､大切に保管しましょう。

詳しくは根室支庁税務課税務係まで。

電話（01532）３－６１３１

内線２３２４．２３２５番

１６日

１７日

Ｉ 

20日
22日

」」

、、二弐

第３

巳巳

23日

26日

27日 少
。
（

中
標
津
生
産
和
牟
ト
ツ
プ
セ
ー
ル
を
飾
る
「
十
勝
市
場
」

三
月
開
催
さ
れ
た
ホ
ク
レ
ン
十
勝
市
場

に
於
い
て
、
武
佐
・
田
中
輝
蘂
さ
ん
の
生
産

和
牛
が
雌
牛
の
部
で
、
約
七
百
頭
の
上
場
牛

の
中
よ
り
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
に
輝
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
中
標
津
が
本
格
的
に
和
牛
導
入
を

手
掛
け
た
の
が
平
成
五
年
、
様
々
な
試
行

錯
誤
を
繰
返
し
、
最
近
で
は
改
良
、
飼
養

技
術
も
向
上
し
安
定
し
た
価
格
で
販
売
し

て
い
る
が
、
価
格
決
定
に
は
血
統
、
発
育

な
ど
の
条
件
が
揃
う
事
が
必
要
で
あ
り
、

特
に
血
統
は
母
方
の
血
液
の
流
れ
、
種
雄

牛
の
選
択
に
よ
り
評
価
さ
れ
る
が
、
Ｊ
Ａ

中
標
津
導
入
牛
は
血
液
的
に
見
直
し
さ
れ
、

市
場
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
に
輝
い
た
と
思

い
ま
す
。
肉
牛
先
進
地
で
あ
る
十
勝
市
場
で

の
管
外
か
ら
の
出
場
は
一
年
と
日
は
浅
く
、

中
標
津
生
産
和
牛
を
今
後
共
、
有
利
販
売
を

行
な
う
事
は
日
頃
の
行
き
届
い
た
管
理
と

能
力
の
高
い
和
牛
は
、
改
良
素
材
と
し
て

地
域
内
保
留
・
活
用
の
基
礎
作
り
と
し
、

強
て
は
中
標
津
生
産
地
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の

28日
30日

国編集後記

春の遅い道東にも、そろそろ桜
開花の便りが聞二える時期を迎え
ました。

組合員皆様におかれましては、
馬鈴しよ、ビートの作付、肥料散
布など春の農繁期を迎え何かと多
忙の毎日と思いますが、くれぐれ
も無理をしないで農作業を行なっ
て下さい。
また、中標津管内で死亡交通事

故が多発し、全道ワースト１位と
異常事態となっています。中標津
警察署も交通死亡事故多発非常事
態宣言を発令し、取り締まりを行
なっております。

「普段から事故は起こさない｣と
確信せず安全運転に心がけて下さ
い。

確
立
を
視
野
に
入
れ
た
展
開
が
、
和
牛
振

興
会
の
課
題
と
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

購買価格617,000円

行安福165-9ヨ
コ
１
月

亡
卜
。
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ロ

一
爵
⑰

ヨーグルトきのこでつくった

ケフイアオーーレ

二
Ｐ
Ｎ
ｍ
－

ぬけるような青空の下で､のんびり草をはむ

北の牧場の健康なたくさんのお母さん牛。
その新鮮で搾りたての生乳を原料として、
ケフィア粒だけで発酵させるので、手間が
かかり大量生産はできません。

健康第一に考え、ケフィアを生きたまま、
お届けしています。

おなかのlMLIj(､応援します。

（・函螂詞部坪縫率率填辨癖幅廻矯⑭ｏ講麟、沸嘩茜難聴嵩離日醤諭

因

ロ この度、ＪＡ中標津では「農協50年

史(仮題)｣の編さん制作につきまして、
歴史の節目を記念し、正組合員全戸の

家族写真を掲載することになりました。
近日中に職員がご訪問のうえ撮影させ
ていただきますので、ご協力をお願い

します。へ
寸
瞬
Ｉ
凶
Ｎ
『
⑰
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